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●場合によっては解雇もやむなし
　業種や職務によっては、免許や資格がなければ従
事できないものがあります。代表的な例でいえば、運
送会社やタクシー会社にドライバーとして勤務する
社員のケースであり、運転免許証がなければ、これ
までの業務に従事できないことになります。また、業
種は違えども、外回り社員のように、自動車を運転
できないようではこれまでに携わってきた職務をす
ることができない場合もあります。
　このように、業務上必要不可欠な免許や資格が取
り消されてしまった場合には、採用の際に結ぶ労働
契約に基づいた労務の提供ができなくなるわけです
から、職種限定採用であれば解雇処分もやむを得な
いでしょう。
　また、仮に職種限定採用でない場合であれば、配
置転換をすることで、その免許や資格がなくてもでき
る仕事に就かせることも考えられます。この事例のよ
うな営業会社では、事故を起こした社員が会社に
とって有望な社員である場合などは、免許を再取得
するまで他の職種に就かせたりすることが多いよう
です。さらには、以前と同じように外回り営業はさせ
るものの、再取得までの間は、公共交通機関やタク
シー、または自転車を使用させることにより、今まで
と同じ業務に就かせた会社もありました。
　ちなみに、免許を取り消された社員が携わってい

た業務と、その取り消された免許に全く関連性がな
い場合には、業務に支障がないわけですから、解雇
は不当（無効）となります。あくまで業務との関連性
が重要なのです。
　事例の場合、取消となった免許は職務に関連性が
深いといえます。したがって、配置転換できるかどうか
や、その社員の勤続年数や会社への貢献度、新聞沙汰
になるような事故であったかどうか、本人の反省具合、
再取得までの時間などを総合的に勘案して、解雇を含
めた何らかの懲戒処分を検討することになります。
●免許停止処分の場合
　免許取消処分まではいかずとも、免許停止処分
（以降「免停」）の場合も、業務に著しく支障をきた
すことが考えられます。
　免停は１か月程度で復帰できる場合もあるため、
一時的に免停となっただけで解雇にするのは厳しす
ぎる対応といえます。免停の場合には、他の業務に
配置転換して時間の経過を待つのもよいでしょう
し、会社の規定により休職処分とすることも考えら
れます。
●日頃の教育が事故を未然に防ぐことにつながる
　この種の飲酒運転トラブルは、完全に社員個人の
モラルの問題ですので、会社ができる対策としては、
日頃から「飲んだら乗るな。乗るなら飲むな。」と教
育していくことが大切です。また、車やバイク通勤者
に対しては、事故が起こらずとも、「飲んで運転した」
という事実が発覚した場合には、厳重に注意するぐ
らいの姿勢が求められます。
　また、飲酒運転に限らず、居眠り運転や脇見運転
などが原因で事故を起こすことも考えられます。この
場合は、すぐに免許取消などにはならないこともあり
ますが、社員自身が長期の療養を強いられることで
業務に不都合を起こしかねません。この場合、実際
の運用としては休職規定に則って処理することにな
ります。
　さらに対人事故の場合であれば、本人は相手に対
する損害賠償を行わなければなりません。この件に関
しては、会社は関係ないにしても、本人やその家族の
ことを考えて、一定額以上の任意保険に加入している
ことを条件に、通勤手段としてマイカー通勤を認める
ということを検討してもよいのではないでしょうか。
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裸婚時代

飲酒運転で免許を取り消された社員
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　邁進する中国経済を背景として中国人の生活環境は大きく変化してきた。これ
に合わせて結婚の様式も、結婚適齢期世代に合ったものへと変わってきており、
最近では「裸婚」という新しい結婚スタイルも登場している。現代社会を反映しな
がら変化してきている、そんな中国の結婚事情を紹介したい。
●1980年以降生まれの新しい結婚
　ウェディング業界に入って以来、どうしても、婚姻に
関するあらゆる情報に敏感になってしまった。しかし、
めでたいことをかぎまわるのは悪くはない。むしろ、私
はこの職業病をちょっと楽しんでいる。
　最近の中国のドラマでは、「姑と嫁の戦い」、「婚姻
スタイル」、「彼女を借りて旧正月を過ごそう」など、結
婚生活、恋愛物語を素材としたものが人気を博してい
る。そして、多くの場合、主人公は1980年代以降に生
まれた、最近、中国で「80後」と呼ばれる20～30代の
世代。1979年以降に始まった一人っ子政策後に生ま
れた世代だ。80年代の中国は経済成長や、ドラス
ティックな時代の変化が起きた時代で、それ以前の世
代とは、社会の環境が大きく異なる。「80後」は一人っ
子であるため、わがままに育ったり、家族全員に可愛が
られたりして、「小皇帝」「小公主」という呼び名もその
頃から言われるようになった。また、「80後」という名称
にならって、年代ごとに、特徴をまとめて、「70後」「90
後」と、それぞれの世代をカテゴリーに分けて表現され
ることが多くなった。

●中国の経済成長が生んだ「裸婚」というスタイル
　「80後」を題材にしたドラマの中で、面白いと思った
のは「裸婚時代」というドラマ。「裸婚」と書くと、ちょっと
ドキッとするが、もちろん洋服を脱いで結婚式をするわけ
ではない。これは、つまり、「家無し、車無し、貯金無し、披
露宴無し、結婚指輪無し、ハネムーンも無し」の結婚スタ
イル。元来、中国のイメージで、結婚という儀式にあった
全てがそろっていない状態で結婚することを意味する。
この裸婚スタイルにあるのは、役所にもらった結婚証明
書と二人の愛情だけ。もちろん、このようなスタイルで結
婚する花嫁の親の多くが、娘の結婚に反対する。「家、
車、貯金」無しには結婚できないという暗黙の了解は、

中国国内のある程度の年齢層の親の間ではまだまだ主
流だ。ではなぜ、裸婚が登場するようになったのか。その
理由の一つが、近年の中国の急激な経済成長だ。しか
し、貧富の格差は依然としてある。物価の高騰、不動産
価格の高騰。私の故郷の住宅販売価格は、ここ2、3年
で既に5倍も上がっている。だが、収入は何倍も上がって
いるわけではない。一部の若者は、家や車にはどうして
も手が届かないという状況なのだ。
　一方、中国である程度の経済力のある人ならば、人
生一度だけの儀式、結婚式は、やはりド派手にコーディ
ネートする。なぜなら、新婚のふたりのため、おたがいの
親を足して6人で一緒にこの式を完成させるからだ。自
分の子供の結婚式を派手にしなければ、親の面子まで
潰される恐れもある。

●本人不在、親同士が行う婚活
　中国でまたもう一つ不思議な現象が起こっている。そ
れは婚活だ。婚活といえば、当の本人らがすることだと
認識されているが、今の中国では、親同士が、こっそり指
定された公園で、子供のプロフィール、経歴の書かれた
ボード、本人の写真を持って、親同士が縁談をするスタ
イルなのだ。婚期を遅らせたら大変なことになるという
親の思いがあっての行動だと思う。恋人くらいは自分で
見つけろと思うだろうが、中国で結婚するカップルには、
まだまだこのような親や親戚など、様々な目に見えない
プレッシャーがついて回る。
　私は、ドラマ「裸婚時代」を見たとき、やはり結婚する
には多くの人に見守ってもらい、祝福を頂いた上で新し
いスタートができたらと思った。そうすることによって、多
くの人の前で誓った約束は、その分、重くなっているは
ず。カップルには結婚の責任を再認識してもらった上で、
今後の結婚生活を送っていってもらいたい。
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　当社の社員が業務終了後に仲間数人で飲み会を
開き、アルコールを摂取したにもかかわらず自家用
車で帰宅し、その途中で事故を起こし、免許取消処分
となりました。その社員は営業を担当しており、営業
車での外回りなしには今の業務を遂行できません。
どのように対処すればよいのでしょうか？


